
発
端
は
２
５
０
１
７
年
１
２
月
、
妻
宛
に
届

い
た
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
「
老
齢
基
礎
年
金

へ
の
加
算
金
（
振
替
加
算
）
に
関
す
る
ご
確
認
」

と
い
う
一
通
の
文
書
で
し
た
。

内
容
は
「
あ
な
た
に
つ
い
て
振
替
加
算
が
行

な
わ
れ
て
い
な
い
。
過
去
に
『
生
計
維
持
関
係

が
無
い
』
と
の
届
け
出
を
受
け
て
い
る
が
、
受

給
資
格
が
あ
る
な
ら
支
給
す
る
の
で
届
け
出
て

下
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

２
０
１
８
年
１
月
越
谷
年
金
事
務
所
に
届
け

出
を
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
２
年
12
月
か
ら
２

０
１
８
年
３
月
ま
で
の
間
の
未
払
い
分
が
支
給

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
２
０
１
２
年
11
月
以
前

の
分
に
つ
い
て
は
、
時
効
だ
と
し
て
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
達
夫
婦
は
、
転
勤
の
際
も
別
居
す
る
こ
と

な
く
一
緒
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
「
生
計
維

持
関
係
が
無
い
」
と
い
う
虚
偽
の
届
け
出
を
す

る
理
由
も
な
く
、
ま
た
事
実
、
届
出
書
な
ど
出

し
て
い
ま
せ
ん
。
同
年
６
月
、
「
有
り
得
な
い

届
け
出
を
理
由
に
し
た
時
効
援
用
（
時
効
を
有

効
に
す
る
手
続
き
）
は
納
得
出
来
な
い
」
と
関

東
信
越
厚
生
局
に
不
服
審
査
請
求
を
行
な
い
ま

し
た
が
却
下
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
11
月
社
会
保
障
審
査
会
に
再
審
査
請
求

を
行
な
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
７
月
「
再

審
査
請
求
却
下
」
の
裁
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
年
金
者
組
合
中
央

本
部
で
も
対
策
会
議
を
持
ち
、
早
く
か
ら
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。
私
も
そ
こ
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
１
９
年
４
月
対
策
会
議
メ
ン
バ
ー

の
お
２
人
の
方
が
時
効
援
用
処
分
の
取
り
消
し

を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し
た
。

妻
も
「
時
効
は
納
得
出
来
な
い
」
と
今
年
１

月
、
東
京
地
裁
に
厚
生
労
働
省
を
相
手
に
訴
訟

を
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
お
２
人
の
訴
訟
は
３
回
の
裁
判
を
終
え
、

今
年
３
月
国
側
が
全
額
支
払
う
こ
と
で
事
実
上

の
全
面
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

妻
の
訴
訟
は
、
今
年
４
月
２
１
日
に
裁
判
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
関
係
で

延
期
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
５
月
７
日

厚
生
労
働
省
か
ら
「
請
求
ど
お
り
支
払
う
」
と

通
知
が
あ
り
解
決
し
ま
し
た
。
国
側
が
裁
判
を

嫌
っ
た
た
め
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
国
の
ミ
ス
か
ら
発
生
し
た
問
題
で

す
。
５
月
28
日
の
参
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
の

共
産
党
倉
林
議
員
の
質
問
に
、
厚
生
労
働
省
は

「
年
金
機
構
に
申
し
出
れ
ば
検
討
す
る
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

訴
訟
を
起
こ
す
に
は
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

訴
訟
を
す
る
こ
と
な
く
、
該
当
者
全
員
、
約

４
万
人
に
全
額
支
給
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
国

に
求
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
９
班
・
内
藤
宗
助
）

【
関
連
記
事
】
「
ね
ん
き
ん
埼
玉
」

２
０
２
０
年
６
月
15
日
付
８
ペ
ー
ジ
の
記
事

「
老
齢
基
礎
年
金
の
振
替
加
算
受
給
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
参
照

２０２０年６月１７日(水)発行 全日本年金者組合越谷支部ニュース『ねんきん越谷』 第２６５号

全日本年金者組合越谷支部

〒343-0845

埼玉県越谷市南越谷2-13-49
(越労連内)

TEL・FAX 048-989-2472

E-mail keyaki-n@biscuit.ocn.ne.jp

点

睛

中
国
武
漢
で
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
は

短
期
間
内
に
ほ
ぼ
全
世
界
に
広
が
り
、
感
染
者

数
は
６
月
初
旬
に
は
、
全
世
界
で
は
７
百
万
人

を
超
え
る
に
至
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
正
体
も
把
握
で
き

ず
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
も
な
い
中
で
、
各
国

で
も
苦
闘
し
て
い
る
が
、
被
害
の
増
加
も
継
続

中
で
あ
る
。

各
国
は
相
互
に
人
的
出
入
を
中
止
す
る
等

「
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
、
一
時
的
に
は

感
染
が
減
っ
た
が
、
そ
の
後
再
増
に
転
じ
た
。

今
後
確
た
る
見
通
し
が
立
た
な
い
状
態
の
中

で
、
感
染
減
少
を
見
越
し
、
経
済
と
生
活
の
正

常
化
（
日
常
化
）
を
唱
え
て
い
る
が
、
健
康
第

一
が
第
一
原
則
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

今
回
の
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
は
、
国
民
は
大
変
な

苦
難
を
物
心
共
に
味
わ
っ
た
。

新
型
ウ
ィ
ル
ス
に
対
し
て
は
、
人
間
同
士
は

共
に
協
力
し
て
対
処
す
る
こ
と
で
あ
る
。

国
内
の
支
持
を
守
る
た
め
に
他
国
を
更
に
批

判
す
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

国
は
軍
事
力
を
増
強
す
る
余
裕
は
な
い
は
ず

だ
。
各
国
が
「
不
戦
条
約
」
を
結
ぶ
こ
と
を
切

望
す
る
。

大
上
段
に
ふ
り
か
ぶ
っ
た
が
、
日
常
生
活
、

健
康
も
不
安
材
料
が
増
え
て
き
て
い
る
。
是
非

真
剣
に
取
り
込
ん
で
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

（
栗
原
三
郎
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

健
康
第
一
が
第
一
原
則

２０２０年

２６５号
６月１７日（水）

〈
振
替
加
算
〉

請
求
裁
判
で

全
面
的
に
勝
利

新型コロナウイルスによる人的被害

（２０２０年６月１４日現在時点）

感染者（人） 死者（人）

全世界 7,766,952 429,736

米国 2,074,526 115,436

ブラジル 850,514 42,720

中国 83,132 4,634

日本 17,454 927

その他 4,741326 266,019

支
部
の
第
28
回
定
期
総
会
を
７
月
31
日

（
金
）
に
北
部
市
民
会
館
の
第
３
会
議
室

で
午
後
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
、
安
心
し

て
開
催
で
き
な
い
の
で
、
無
理
し
て
一
堂

に
集
ま
る
こ
と
は
し
な
い
方
向
で
、
中
止

を
決
定
し
ま
し
た
。

但
し
、
今
回
の
措
置
は
「
規
約
に
定
め

ら
れ
て
い
な
い
特
別
の
措
置
」
で
あ
り
、

通
常
の
場
合
は
こ
れ
を
前
例
と
し
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

議
案
書
（
19
年
度
活
動
報
告
、
19
年
度

会
計
報
告
、
19
年
度
会
計
監
査
報
告
、
20

年
度
活
動
方
針
、
20
年
度
会
計
予
算
案
）

を
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

次
期
役
員
の
一
覧
表
も
同
時
に
配
布
し

ま
す
（
特
例
と
し
て
、
今
期
役
員
が
次
の

１
年
担
当
し
ま
す
）

議
案
書
に
質
問
や
意
見
要
望
の
あ
る
方

は
、
越
谷
支
部
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

執
行
委
員
会
で
検
討
し
て
活
動
に
反
映

さ
せ
ま
す
。

越
谷
支
部

支
部
長

吉
田

健
治

第２８回支部定期総会は中止します

〈第２８回〉支部定期総会は中止します


